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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
形状維持部材で保持された測定対象を測定する測定装置であって、
前記形状維持部材で保持された測定対象からの音響波を前記形状維持部材を介して受信し
受信信号に変換するための電気機械変換装置を有し前記形状維持部材の表面に沿って走査
される探触子と、
前記受信信号を格納するための記憶部と、
前記記憶部に格納された受信信号に基づき、前記探触子が前記測定対象の存在する前記形
状維持部材の表面領域を走査しているか否かを判定するための判定手段と、
を有し、
前記判定手段による判定に基づき、当該測定装置の測定動作を制御することを特徴とする
測定装置。
【請求項２】
前記電気機械変換装置は、音響波を送信及び受信可能な構成を有することを特徴とする請
求項１に記載の測定装置。
【請求項３】
前記測定対象に対して計測光を出射するための照射手段を有し、
前記電気機械変換装置は、光音響効果により測定対象が発する光音響波を受信可能な構成
を有することを特徴とする請求項１に記載の測定装置。
【請求項４】
前記測定対象に対して前記探触子を前記形状維持部材の表面に沿って走査するための探触
子可動手段を有することを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の測定装置。
【請求項５】
前記測定対象に対して計測光を出射するための照射手段と、前記測定対象に対して前記探
触子を前記形状維持部材の表面に沿って走査するための探触子可動手段と、を有し、
前記電気機械変換装置は、光音響効果により測定対象が発する光音響波を受信可能な構成
を有し、
さらに、前記電気機械変換装置の送信機能及び受信機能、または前記電気機械変換装置の
受信機能及び前記照射手段の計測光出射機能を制御するための信号制御部と、
前記探触子可動手段を制御するための探触子制御部と、
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を有することを特徴とする請求項１または２に記載の測定装置。
【請求項６】
前記記憶部に格納された受信信号を用いて画像データの生成を行うための画像処理部を有
することを特徴とする請求項１から５の何れか１項に記載の測定装置。
【請求項７】
前記判定手段が、前記測定対象の存在しない前記形状維持部材の表面領域を前記探触子が
走査していると判定したとき、
前記探触子可動手段による前記探触子の走査の停止、前記探触子の走査速度変更、前記探
触子の走査方向変更、前記信号制御部による前記電気機械変換装置の送信機能の停止、前
記電気機械変換装置の受信機能の停止、前記照射手段の計測光出射機能の停止のうちの少
なくとも１つを行うことを特徴とする請求項５に記載の測定装置。
【請求項８】
前記判定手段が、前記測定対象の存在しない前記形状維持部材の表面領域を前記探触子が
走査していると判定したとき、
前記画像処理部による画像データの生成の開始に続く画像表示の開始を行うことを特徴と
する請求項６に記載の測定装置。
【請求項９】
前記判定手段は、
前記受信信号の振幅が所定時間に亘って変化していないと判定したとき、前記探触子が前
記測定対象の存在しない前記形状維持部材の表面領域を走査していると判定することを特
徴とする請求項１から８の何れか１項に記載の測定装置。
【請求項１０】
前記記憶部に、前記探触子が前記測定対象の存在しない前記形状維持部材の表面領域を走
査しているときに受信される参照信号が予め格納され、
前記判定手段は、
前記記憶部に格納された前記参照信号と前記受信信号とが一致したとき、前記探触子が前
記測定対象の存在しない前記形状維持部材の表面領域を走査していると判定することを特
徴とする請求項１から８の何れか１項に記載の測定装置。
【請求項１１】
形状維持部材で保持された測定対象を測定する測定方法であって、
前記形状維持部材で保持された測定対象からの音響波を前記形状維持部材を介して受信し
受信信号に変換するための電気機械変換装置を有する探触子を前記形状維持部材の表面に
沿って走査する工程と、
前記受信信号を格納する工程と、
前記格納された受信信号に基づき、前記探触子が前記測定対象の存在する前記形状維持部
材の表面領域を走査しているか否かを判定する工程と、
前記判定に基づき、当該測定方法の測定態様を制御する工程と、
を有することを特徴とする測定方法。
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